
2019年5月5日

第164号
社会福祉法人

柏崎市社会福祉協議会
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と も に 支 え、と も に 生 き る 福 祉 の ま ち づ く り

　枇杷島小学校区2か所目となる柏崎市立枇杷島第二児童クラブが今年4月から小学校内に
開設されました。
　開所式には、保護者の方や多数のご来賓の皆様から参加いただき、温かいご祝辞のお言葉
をいただきました。当協議会では、22か所の児童クラブを柏崎市から受託しております。
保護者の皆様が安心して大切なお子さんを預けられ、子どもたちも楽しく過ごせるクラブ運
営を目指します。
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五
月
一
日
、
元
号
は
平
成
か
ら
「
令
和
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。
当
社
会
福
祉
協
議
会
も

特
記
す
べ
き
年
度
と
し
て
、
事
業
が
ス
タ
ー

ト
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
元
号
改

変
と
は
い
え
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
「
失
敗
し
て

も
リ
セ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
こ
と
は
当
然
で
き

ま
せ
ん
。
問
題
、課
題
で
あ
れ
、全
て
踏
襲
し
、

今
ま
で
通
り
、
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
透
明
性

の
高
い
法
人
経
営
を
基
本
に
、
効
率
的
な
経

営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
基

づ
い
た
社
協
ら
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
「
第
三
次
柏
崎
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
の
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
即
し
た
事
業
展
開

や
地
域
の
課
題
解
決
に
対
応
す
る
た
め
の
場

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
の
新
規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
と
、

「
か
し
わ
ざ
き
め
ぐ
り
あ
い
事
業
」
を
市
か

ら
受
託
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
出
会
い
の
機
会

が
少
な
い
男
女
に
、
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
、
い
わ
ゆ
る
婚
活
の
支
援
事
業
で
す
。

　
柏
崎
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
新
設
さ
れ
る
枇
杷

島
第
二
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
九
児
童
ク
ラ

ブ
を
新
た
に
受
託
し
、
西
山
地
区
を
除
い
た
、

全
二
十
二
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
す
。

　
ま
た
全
国
的
に
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
実
施

す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
当

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
食
堂
の
ご
利

用
者
を
拡
大
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
児
者
な
ど
、
だ
れ
も
が
集
え
る
「
地
域
食

堂
」
と
し
て
、
運
営
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
四
月
一
日

付
で
「
柏
崎
市
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

く
じ
ら
な
み
」
を
赤
坂
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
に
移
転
し
、「
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
か
さ
か
や
ま
」
に
名
称
を
改
め

ま
し
た
。
事
業
所
と
の
連
携
や
利
便
性
の
向

上
、
相
談
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。
昨
年
度

本
会
が
事
業
継
承
し
ま
し
た
「
か
し
わ
ハ
ン

ズ
」
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
の
製
造
販
売
に
係

る
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
に
努
め
、
就

労
環
境
の
整
備
と
利
用
者
工
賃
の
向
上
も
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
等
、

私
た
ち
の
社
会
に
重
く
の
し
か
か
る
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
民
生
児
童
委
員
等
の
皆
様
と
一
層
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
課
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　地域福祉の推進では、「第三次地域福祉活動計画」の3年目を迎え、活動計画の進捗管理
をしながら、地域住民や行政、関係機関等との協働のもと、多様な課題・福祉ニーズに応
えるため、地域の生活課題解決に向けた協議する場づくりを行っていきます。
　また、少子化対策の一環として、かしわざきめぐりあい事業を新たに柏崎市から受託す

る他、共働きやひとり親世帯の子どもを支援するため、従来から取り組んでいる柏崎市立放課後児童クラブ運営受
託事業を、西山地域を除く市内全域に拡大します。さらに、一部地域で実施してきた、こども食堂を、子ども・高齢者・
障がい児者などすべての人々が、生きがいを共に創り高め合う共生型の居場所とするため、子どもから高齢者まで
が集える地域食堂として運営を継続します。
　介護保険事業では、高齢者や障がい者が、介護や支援を必要とする状態になっても可能な限り、住み慣れた地域
において、その有する能力に応じて、自立した日常生活を営むことができるように配慮しながら、利用者の立場に
立った、良質なサービス提供に努めます。
　障害福祉事業においては、かしわハンズの主たる事業であるパン製造販売について、新商品の開発や販路を拡大
し、就労環境の整備と利用者工賃の向上を目指します。

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長本

　間

　厚

　幸

本

　間

　厚

　幸

基本方針

■ 総務課

　法人組織のガバナンスと経営基盤の強化を図り、効率的な法人経営に努めるとともに、住民ニーズに基

づいた、社協らしい価値ある福祉サービスや支援の提供が図れる組織体制の整備に努めます。

　また、多様で複雑な課題を抱える方々を支援するため、専門性を有する職員の人材確保・育成が課題と

なっており、処遇改善等を通じ、「選ばれる福祉の職場」を目指します。

■ 地域福祉課

　地域福祉を計画的に推進するための「第三次地域福祉活動計画」も３年目となることから、各地区の日

常生活圏域ごとに、地域診断を実施し、身近な福祉課題の解決に向けて住民同士が協議する場づくりに努

めます。

　また、放課後児童クラブの更なる拡大を図り、22 児童クラブを受託します。

　生活困窮者自立支援事業や日常生活自立支援事業も引続き実施してまいります。

● 総務・地域福祉部門● 総務・地域福祉部門

■ 訪問事業課

　介護や支援を必要とされる状態になっても可能な限り、住み慣れた地域で在宅生活を継続できるように、

本人の意欲を引き出す在宅ケアを推進していきます。

■ 介護支援事業課

　居宅介護支援事業所と地域包括支援センタ－が連携し、関係団体と連携を図り、高齢者等への総合的な

サービス提供と介護予防に努めます。4 月 1 日付で「柏崎市西地域包括支援センターくじらなみ」を、「柏

崎市西地域包括支援センターあかさかやま」へ名称変更し、赤坂山デイサービス内に移転開設します。利

便性の向上及び地域に根付いた相談体制をより一層強化していきます。

■ 障害福祉事業課

　障害者が住み慣れた地域で自立してその人らしく暮らすため、相談支援事業、居宅介護等事業、就労継

続支援事業を展開し、生活全般にわたって、必要な支援を提供します。

■ 通所介護事業課

　利用者の多様化するニーズに応えながら、住み慣れた地域で、馴染みの人たちに囲まれた生活を大切に

し、できないことへの支援ではなく、できていることの継続、こころの支えとなるサービス提供に努めて

いきます。

● 在宅福祉サービス部門● 在宅福祉サービス部門

柏崎市社会福祉協議会の取り組み令和元年度

①　経営基盤強化と働きやすい職場づくりのための環境整備、処遇改善
②　あたたかい心で支え合い、誰もが豊かに輝けるまちづくりの推進
③　利用者の立場に寄り添ったサービスの提供

重点目標
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令
和
元
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
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新
年
度
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　地域福祉の推進では、「第三次地域福祉活動計画」の3年目を迎え、活動計画の進捗管理
をしながら、地域住民や行政、関係機関等との協働のもと、多様な課題・福祉ニーズに応
えるため、地域の生活課題解決に向けた協議する場づくりを行っていきます。
　また、少子化対策の一環として、かしわざきめぐりあい事業を新たに柏崎市から受託す

る他、共働きやひとり親世帯の子どもを支援するため、従来から取り組んでいる柏崎市立放課後児童クラブ運営受
託事業を、西山地域を除く市内全域に拡大します。さらに、一部地域で実施してきた、こども食堂を、子ども・高齢者・
障がい児者などすべての人々が、生きがいを共に創り高め合う共生型の居場所とするため、子どもから高齢者まで
が集える地域食堂として運営を継続します。
　介護保険事業では、高齢者や障がい者が、介護や支援を必要とする状態になっても可能な限り、住み慣れた地域
において、その有する能力に応じて、自立した日常生活を営むことができるように配慮しながら、利用者の立場に
立った、良質なサービス提供に努めます。
　障害福祉事業においては、かしわハンズの主たる事業であるパン製造販売について、新商品の開発や販路を拡大
し、就労環境の整備と利用者工賃の向上を目指します。

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長本

　間

　厚

　幸

本

　間

　厚

　幸

基本方針

■ 総務課

　法人組織のガバナンスと経営基盤の強化を図り、効率的な法人経営に努めるとともに、住民ニーズに基

づいた、社協らしい価値ある福祉サービスや支援の提供が図れる組織体制の整備に努めます。

　また、多様で複雑な課題を抱える方々を支援するため、専門性を有する職員の人材確保・育成が課題と

なっており、処遇改善等を通じ、「選ばれる福祉の職場」を目指します。

■ 地域福祉課

　地域福祉を計画的に推進するための「第三次地域福祉活動計画」も３年目となることから、各地区の日

常生活圏域ごとに、地域診断を実施し、身近な福祉課題の解決に向けて住民同士が協議する場づくりに努

めます。

　また、放課後児童クラブの更なる拡大を図り、22 児童クラブを受託します。

　生活困窮者自立支援事業や日常生活自立支援事業も引続き実施してまいります。

● 総務・地域福祉部門● 総務・地域福祉部門

■ 訪問事業課

　介護や支援を必要とされる状態になっても可能な限り、住み慣れた地域で在宅生活を継続できるように、

本人の意欲を引き出す在宅ケアを推進していきます。

■ 介護支援事業課

　居宅介護支援事業所と地域包括支援センタ－が連携し、関係団体と連携を図り、高齢者等への総合的な

サービス提供と介護予防に努めます。4 月 1 日付で「柏崎市西地域包括支援センターくじらなみ」を、「柏

崎市西地域包括支援センターあかさかやま」へ名称変更し、赤坂山デイサービス内に移転開設します。利

便性の向上及び地域に根付いた相談体制をより一層強化していきます。

■ 障害福祉事業課

　障害者が住み慣れた地域で自立してその人らしく暮らすため、相談支援事業、居宅介護等事業、就労継

続支援事業を展開し、生活全般にわたって、必要な支援を提供します。

■ 通所介護事業課

　利用者の多様化するニーズに応えながら、住み慣れた地域で、馴染みの人たちに囲まれた生活を大切に

し、できないことへの支援ではなく、できていることの継続、こころの支えとなるサービス提供に努めて

いきます。

● 在宅福祉サービス部門● 在宅福祉サービス部門

柏崎市社会福祉協議会の取り組み令和元年度

①　経営基盤強化と働きやすい職場づくりのための環境整備、処遇改善
②　あたたかい心で支え合い、誰もが豊かに輝けるまちづくりの推進
③　利用者の立場に寄り添ったサービスの提供

重点目標

令
和
元
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
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令和元年度　当初収支予算

●柏崎市社会福祉協議会　苦情解決責任者　事務局長　板谷　絹

●柏崎市社会福祉協議会　苦情受付担当者
事業（施設）名 受付担当者の役職、氏名 事業（施設）名 受付担当者の役職、氏名

法人運営事業 管理者　小竹　成直 居宅介護支援事業所 管理者　川瀨　朝子

地域福祉事業（高柳支所・西山支所含む） 管理者　関矢　秀幸 柏崎市西地域包括支援センターまちなか 管理者　宮崎　優子

訪問入浴介護事業所 管理者　品田　早苗 柏崎市西地域包括支援センターあかさかやま 管理者　星野　圭子

訪問介護事業所 管理者　井澤　文子 赤坂山デイサービスセンター 管理者　今井　義裕

ゆたか訪問看護ステーション 管理者　押見留美子 松波デイサービスセンター 管理者　高橋　恵子

居宅介護事業所 管理者　阪田　明美 北条デイサービスセンター 管理者　金子　幸男

相談支援事業所おうぎまち（一般・特定） 管理者　阪田　明美 シニアエクササイズさんわ 管理者　加藤　玲子

かしわハンズ 管理者　片山　直紀

●第三者委員
中央町　22-3321 宇佐美みえ子 春日　　24-2654 坂井　　　隆

収
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘 定 科 目 単位：千円

会費収入 12,300
寄付金収入 2,040
経常経費補助金収入 48,042
受託金収入 228,657
事業収入 39,657
介護保険事業収入 612,326
就労継続支援事業収入 34,000
障害福祉サービス等事業収入 96,721
医療事業収入 12,696
受取利息配当金収入 124
その他の収入 6,115
事業活動収支計（１） 1,092,678
施設整備等収支計（２） 664
積立資産取崩収入 38,994
事業区分間繰入金収入 41,601
拠点区分間繰入金収入 23,055
サービス区分間繰入金収入 46,007
その他の活動収入計（３） 149,657

合計（1）+（2）+（3） 1,242,999

支
　
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事業区分 サービス区分 単位：千円

社
会
福
祉
事
業

法人運営事業拠点区分 241,447

受託事業拠点区分 165,729

介護保険事業拠点区分 401,974

障害福祉事業拠点区分 137,333

社会福祉事業区分合計（４） 946,483

公
益
事
業

受託事業拠点区分 45,918

指定管理事業拠点区分 60,902

介護保険事業拠点区分 188,836

公益事業区分合計（５） 295,656

収
益
事
業

貸館事業 860

収益事業区分合計（６） 860

合計（4）+（5）+（6） 1,242,999

　福祉サービスを利用した際、事前に聞いていた内容と違っている、対応に不満がある、などの場合に苦情を申し立
てることができます。
　本会では、話し合いを通じて解決が図られるよう苦情受付担当者を配置しています。直接、苦情が言いにくい場合
など、下記第三者委員や新潟県福祉サービス運営適正化委員会（025-281-5609）にご相談ください。

苦情解決制度のご紹介
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日
本
赤
十
字
社
で
は
赤
十
字
の
使
命
に

基
づ
き
、
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
救
護

体
制
の
強
化
を
始
め
、
救
急
法
等
の
普
及

講
習
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
協
力
金
や
寄
付
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
柏
崎
市
地
区
で
も
「
活

動
資
金
」
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
５

０
０
円
を
目
安
に
協
力
金
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
日

本
赤
十
字
社
の
事
業
推
進
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
せ

　
日
本
赤
十
字
社
柏
崎
市
地
区
事
務
局

　（
〒
９
４
５－

０
０
４
５

　
　
　
　
柏
崎
市
豊
町
３－

59

　
　
　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
電
話
　
22－

１
４
１
１
）

令
和
元
年
度

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金（
協
力
金
）募
集
の
お
願
い

平
成
30
年
度

日
赤
協
力
金
実
績
報
告

　１
９
，
４
５
５
世
帯

　１
０
，
６
７
３
，
２
８
９
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う

 

　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
募
集
職
種

正
職
員
若
干
名

※
地
域
福
祉
事
業
又
は
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
又
は
介
護
員

■
採
用
予
定
日

令
和
２
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

①
②
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
。

①　

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み

（
既
卒
者
可
：
平
成
29
年
３
月
末
以

降
に
卒
業
）

②　

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
保
育
士
、
幼
・

小
・
中
・
高
の
教
員
免
許
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
し
、
又
は
取
得

見
込
み
で
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）
を
有
す
る
方
。

■
選
考
方
法
（
予
定
）

一
次
試
験　

筆
記
、
作
文
試
験

最
終
試
験　

面
接

■
選
考
予
定
日

　

一
次
試
験　

６
月
21
日
（
金
）

　

最
終
試
験　

７
月
３
日
（
水
）

　

時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

令
和
2
年
度

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

①　

児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員（
非
常
勤
）

�

５　

名

②　
ふ
れ
あ
い
給
食
配
達
員（
非
常
勤
）

�

若
干
名

■
応
募
資
格
（
年
齢
不
問
）

①　

資
格
不
問

月
曜
～
土
曜
の
週
５
日
程
度
勤

務
で
き
る
方

②　

土
・
日
含
め
週
５
日
程
度
勤

務
で
き
る
方

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

■
選
考
方
法

面
接
試
験

■
選
考
予
定
日

　

履
歴
書
提
出
後
１
週
間
以
内
に

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

希
望
さ
れ
る
方
は
市
販
の
履
歴

書
に
て
、
当
会
窓
口
に
直
接
持
参

す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

当
会
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業

の
増
進
に
寄
与
し
た
個
人
及
び
団
体

を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

１　
表
彰
の
対
象

　

次
の
各
号
に
該
当
す
る
個
人
及
び

団
体
を
対
象
と
す
る
。

⑴　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
そ
の

功
績
顕
著
な
者

⑵　

社
会
福
祉
団
体
の
役
員
で
そ
の

功
績
顕
著
な
者

⑶　

社
会
福
祉
活
動
を
継
続
し
て
い

る
功
績
顕
著
な
団
体
・
個
人

⑷　

社
会
福
祉
事
業
に
協
力
し
て
い

る
功
績
顕
著
な
企
業
・
法
人
・
団

体
⑸　

社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
永
年

勤
続
功
労
者

⑹　

公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
一

時
又
は
継
続
し
て
寄
付
し
た
企

業
・
法
人
・
団
体
・
個
人

２　
推
薦
等
に
つ
い
て

　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
所
定

の
様
式
に
よ
り
推
薦
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
い
要
綱
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度

社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
に
つ
い
て

柏崎市社会福祉協議会　総務課総務係
　　■〒945-0045　柏崎市豊町3-59
　　■電話　22-1411　　■FAX　22-1441　■ホームページ　http://www.syakyou.jp

問い合せ

　

募
集
要
項
は
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
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赤い羽根共同募金実績のご報告
　昨年10月から12月までの３か月間実施しました赤い羽根共同募金は、市民の皆様のあたたかいご支援のおかげ
で善意の募金をいただくことができました。誠にありがとうございました。
　運動期間中、お力添えいただいた市民の皆様方をはじめ町内会長、民生委員・児童委員、学校、事業所、各関係
機関の皆様に深く感謝し、御礼を申し上げます。
　募金は新潟県共同募金会に全額送金された後、一部は全県的な立場から県内の民間福祉事業や災害支援のための
積立金に、一部は市民を対象とした地域福祉事業、各種福祉活動の財源に活用されます。今後とも一層のご支援、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年度実績額　１６，２６４，３８４ 円
赤い羽根共同募金　１１，７６９，４９６円／歳末たすけあい募金　４，４９４，８８８円

※平成31年２月末時点

【赤い羽根共同募金】 （円）

区　　分 募 金 額
戸 別 募 金 7,511,511
法 人 募 金 2,494,500
街 頭 募 金 169,420
学 校 募 金 408,458
職 域 募 金 253,972
募金箱・その他 931,635
合　計 11,769,496

【歳末たすけあい募金】 （円）

区　　分 募 金 額
戸別募金 4,309,299
そ の 他 185,589
合　計 4,494,888

この他、職域募金では柏崎市内の
様々な法人・企業の皆様に
ご協力いただきました。
ありがとうございました。

平成30年度共同募金実績額内訳

ご協力いただいた団体（敬称略・順不同）
●鯖石小学校
●北条小学校
●高柳小学校
●二田小学校
●内郷小学校
●第一中学校
●第二中学校
●第三中学校
●鏡が沖中学校
●瑞穂中学校
●松浜中学校
●東 中 学 校
●第五中学校
●北条中学校
●高柳中学校

●西山中学校
●柏崎高等学校
●柏崎工業高等学校
●柏崎常盤高等学校
●柏崎総合高等学校
●柏崎翔洋中等教育学校
●新潟産業大学附属高等学校
●大洲保育園
●米山保育園
●こみの保育園
●はらまち保育園
●米山台保育園
●剣野保育園
●枇杷島保育園
●とうぶ保育園

学校募金
●柏崎小学校
●比角小学校
●枇杷島小学校
●半田小学校
●大洲小学校
●剣野小学校
●槇原小学校
●日吉小学校
●荒浜小学校
●新道小学校
●田尻小学校
●北鯖石小学校
●中通小学校
●米山小学校

●にしやま保育園
●小鳩幼稚園
●花ぞの幼稚園
●柏崎中央幼稚園

街頭募金
●ガールスカウト新潟県第１団
●ガールスカウト新潟県第20団
●各宗懇話会

歳末たすけあい募金
●西中通地区仏教会
●各宗懇話会
●妙満寺立正講
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赤い羽根共同募金
助成金公募のお知らせ

　赤い羽根共同募金は、「じぶんのまちを良くするしくみ」として、柏崎市内で集められた募金
額の約70％が、柏崎市内での福祉活動やボランティア活動を支援するために使われます。この度、
柏崎市共同募金委員会では、地域での福祉活動やボランティア活動等を支援するための助成金
の公募を行います。

「こんな事業をやってみたい」「町内会で備品を揃えたい」など、
助成申請を希望される団体は、お気軽にご相談ください。
助成事業の詳細をご説明します。

　　　　　　　【問い合せ】 柏崎市共同募金委員会　☎ ２２-１４１１
 受付時間：９：00～17：00（土日祝日を除く）

２月５日 小川哲三様 271,124 円
３月６日 新潟県行政書士会中越支部
 　　柏崎ブロック様 3,000 円

善意をありがとうございます

●助成対象及び助成金額

助成分類 助成対象事業 対象団体 助成上限額

福祉団体

活動支援事業

会員の社会参加や、地域住民との交流を目

的とした事業

柏崎市共同募金会が指定

する団体

※助成要綱参照

50,000円

地域福祉推進事業

地域福祉を推進するために行う事業

（子ども、高齢者、障がい児者を対象とする

事業、地域住民の生きがいづくりのための事

業、福祉や地域課題へ関心を高める事業等）

ボランティア団体、社会

福祉法人、ＮＰＯ法人等、

福祉活動を中心に行う団

体

50,000円

小地域福祉活動

支援事業

町内会が地域福祉の推進のために実施する

事業

対象外：さいの神、運動会、納涼会 等

町内会

50,000円

備品整備事業
団体の備品を整備するための事業

例：災害時使用する備品、集会場の備品 等

町内会、福祉活動を中心

に行う団体 等
100,000円

※ここに記載した情報は要綱の一部を抜粋したもので、助成には様々な要件があります。

●募集事業　　①　令和元年度事業（令和元年７月１日～令和２年３月３１日までに実施する事業）

　　　　　　　②　令和２年度事業（令和２年４月１日～令和３年３月３１日までに実施する事業）

●申請締切　　令和元年５月20日（月）申請書類必着
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スマイル車検
柏崎店 フリーダイヤル0120-365194

サン ロク ゴ　 イ　  ク　  ヨ

土日もOK!
完全予約制 ハイブリッド・EV車両の車検も

お任せ下さい。
ハイブリッド・EV車両の車検も
お任せ下さい。

柏崎市総合福祉センター内

ふれあい総合相談所【各種無料相談】のご案内

相談は無料で、秘密厳守いたします。

悩みごとがあれば、
お気軽にお立ち寄りください。

問い合せ TEL：22－1411

 日 月 火 水 木 金 土
5 月

 日 月 火 水 木 金 土
6 月

 日 月 火 水 木 金 土
7 月

日 月 火 水 木 金日 月 火 水 木

５・６・７月の 相談所カレンダー

… 心配ごと相談 … 法律相談 … 司法書士相談 … 行政書士相談

　�����心��������
������� 土��
	�����

�������� ����
���������� ­�	��

日　時：令和元年７月17日（水）13：30 ～ 15：30
会　場：柏崎市総合福祉センター 2階作業研修室
参加費：無料
対　象：興味のある方ならどなたでも可
定　員：50名（先着順）
申込み：e-mailまたはＦＡＸに氏名・連絡先を記載の

上、申込先までお申し込みください。
　　　　お電話での申込みも受付けます。
申込先：柏崎市社会福祉協議会 地域福祉係 担当 松木
　　　　　■ 電話：22－1411
 　■ FAX：22－1441
 　■ e-mail：ks-35@syakyou.jp

相続の基本 と
対策講座

円滑な相続手続きのためにはどんな準備をしておけばいいのか、
いざ当事者になった時にどんな手続きをすればいいのか、
誰もが直面するかもしれない相続の問題について、司法書士の
先生から教えてもらいます。

心配ごと相談（ふれあい総合相談所）
市民向け研修会のお知らせ

    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30

  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31

＜一般相談＞　※お電話での相談も受け付けています。

心配ごと相談 毎週月・火・木・金曜日
午前９時～正午 日常生活の悩みごと

直接福祉センターへお越しい
ただくか、お電話でご相談く
ださい。

＜専門相談＞　※専門相談は全て予約が必要となります。

法 律 相 談 毎月第１・３火曜日
午後１時～３時 法律全般に関すること 事前に心配ごと相談を受け、

予約をしてください

司法書士相談 毎月第４木曜日
午後１時～３時

不動産・会社(法人)の登記に関す
ること、書類の作成に関するこ
と、簡易裁判所における代理に
関することなど

前日の正午までに、お電話ま
たは福祉センターへお越しに
なって予約をしてください。

行政書士相談 奇数月第３木曜日
午後１時～３時

交通事故、遺言、相続、離婚、
成年後見等に関すること、各種
申請・届出に関することなど

同　　上
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●福祉用具カタログ差し上げます。お気軽にどうぞ！

デイサービス

企業の皆様へ
柏崎市社会福祉協議会の特別会員を
募集しています
■会員特典として

・広報紙「福祉のひろば」への広告掲載
・ホームページへのバナー広告掲載

■特典・掲載には条件があります。
詳細は、当会へお問い合せください。

0257-22-1411柏崎市社会福祉協議会  総務係

１　期　　日
 令和元年６月22日（土）～ 10月８日（火）
 全12日間（他に現場実習があります。）

２　参 集 者
 定員20名
 以下の要件をすべて満たしている方

（１）柏崎市・刈羽地区にお住まいの方（令和元
年５月現在）

（２）活動に熱意と理解があり、受講後市民後見
人として活動が可能な方

（３）原則として、全日程の受講が可能な方
（４）専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士、

税理士、行政書士）以外の方
（５）民法第847条に定める後見人の欠格事由に

該当しない方

３　参 加 費
 2,000円

４　応募方法
指定の申し込み用紙（柏崎市社会福祉協議会窓
口にて受け取ったもの、または、柏崎市社会福
祉協議会ホームページよりダウンロードしたも
の）にてお申し込みください。

５　募集期間
令和元年５月１日（水）～５月31日（金）必着
※定員に満たない場合は、開催を見送る場合も
あります。

市民後見人養成講座
　判断能力の不十分な方々の生活や権利を守り、法的に支援する 成年後見制度 というものがあります。
　そのような制度の中で、一般市民が高齢者や障害者の方々のために活動する 市民後見人 と呼ばれる人々が
存在します。市民後見人の動きは全国的にも広がりを見せています。
　ぜひ、この機会に学んでみませんか？みなさまのご参加お待ちしております！

日　　程　　  会場：柏崎市総合福祉センター（豊町3-59）

６月22日（土） ９：00～16：00
＊成年後見制度概論
＊市民後見人の実際の活動
＊柏崎市社会福祉協議会の取組について

６月25日（火） 19：00～21：00 ＊高齢者・認知症の理解

７月４日（木） 19：00～21：00 ＊介護保険法・高齢者虐待防止法

７月９日（火） 19：00～21：00 ＊生活保護法

７月20日（土） ９：00～15：00
＊申立書類の作成・報酬付与申立
の実務等
＊家族法・財産法

７月30日（火） 19：00～21：00 ＊障害者の理解

８月８日（木） 19：00～21：00 ＊障害者施策・障害者虐待防止法

８月24日（土） ９：00～15：00 ＊事例検討＊家庭裁判所の役割

８月27日（火） 19：00～21：00 ＊健康保険制度＊年金制度

９月３日（火） 19：00～21：00 ＊税務申告制度＊消費者被害

９月７日（土） ９：00～15：30

＊障害理解と対人援助技術
＊市民後見人の実践報告
＊新潟県の成年後見制度の動向
＊現場実習について

10月８日（火） ９：00～11：00 ＊修了式
※日程は、変更になる場合があります。



問い合せ・申し込み

社会福祉法人

柏崎市社会福祉協議会  柏崎市ボランティアセンター

〒945-0045 柏崎市豊町 3-59

 柏崎市総合福祉センター内

 　TEL 0257（22）1411■ FAX 0257（22）1441

 　E-mail：ks-14@syakyou.jp

http://www.syakyou.jp/welfare/volunteer.html

講座・研修会・ボランティア活動情報はココ!!

Fun ファン Fan 109

柏崎市ボランティアセンター情報コーナー柏崎市ボランティアセンター情報コーナー

よってがっしゃい市

うんめもんひろば
こども縁日
赤ちゃんハイハイ選手権
おもちゃ病院の開院

わいわいがやがや
フェスティバル

と　き　　６月29日（土）10：00～16：00
ところ　　柏崎市総合福祉センター（柏崎市豊町3-59）

市内で活躍するボランティア・福祉団体、
福祉施設、地域活動団体による物品販売、活動紹介

恒例のたこ焼きをはじめ、大好評のたい焼きも！

他にも楽しい企画をご用意して、
職員一同お待ちしております！

今年は

登場!!

わいわいがやがやわいわいがやがやわいわいがやがや
2019

※当日の催しものには、
　若干の変更がある場合があります。

問い合せ・申し込み

社会福祉法人

おもちゃ病院の開院おもちゃ病院の開院おもちゃ病院の開院おもちゃ病院の開院おもちゃ病院の開院おもちゃ病院の開院 職員一同お待ちしております！職員一同お待ちしております！ ※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、※当日の催しものには、
　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。　若干の変更がある場合があります。

vol.43ボランティアでつながろ   ！
企画

今回は、近藤久子さんです。

次回は、長谷川伸子さんです。

ボランティアを始めたきっかけ
50歳を過ぎた頃、近所の方から食生活推進員に誘われたことがきっ
かけでした。仕事以外にも人との繋がりを持ちたかったことや、子
ども達が家を離れて時間ができたこと、また自分の勉強にもなると
思い引き受けました。給食ボランティアや運動サポーターも、周り
の人からのお誘いで始めました。若い頃から人との関わりや、皆で
色々な事をするのが好きだったためボランティアも始めました。

現在どのような活動をしていますか
食生活推進員として、歯の健康展や元気館健康まつりで、食生活に関
する啓発活動や減塩料理の試食提供をしています。また、地元の二田
コミセンの白鳥まつりでは、毎年豚汁とおにぎりを作っています。
給食ボランティアでは、月に１回水曜日に高齢者のお弁当作りに参
加しています。運動サポーターとしては、町内でコツコツ貯筋体操
を行っておりますが、仲間の協力を得て、とても良い体操会場に
なっている、と喜ばれています。

普段どのようなことを心がけていますか
日程や従事する人数が決まっているボランティアもあるため、風邪

をひかないよう、また怪我をしないよう気を
付けています。体調管理に気を遣い、出かけ
ることが多いので生活にもメリハリがつくな
と感じます。
また人と関わる際は、人の話をよく聞くことを大切にしています。
つい自分ばかりが話してしまいそうになるときもありますが、色々
な立場や考えの人がいる中で、その方の話を聞き、思いや考えを認
めることは大事なことだなと感じます。

最後に一言お願いします
ボランティアを行っていて良かったと思うことは、活動を通して様々
なことを教えてもらえることや、人とのつながりができることです。
これから地域のつながりがより大切になると言われているため、ボラ
ンティアで人や地域とつながれることは大切なことだと感じます。
ボランティアは大げさに考えるものではなく、その人に合った気軽
にできるものがたくさんあると思います。身構えずに始めてくれる
人が増えたらいいなと感じます。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ


